
新QC七つ道具の活用ポイント
連載

１．新QC七つ道具（N7）とは

 昨今、在宅ワークも増え、オンラインによる

会議や打ち合わせ、個⼈による作業など、コミ

ュニケーションの機会も変化しています。問題

解決や課題達成のプロセスの中で、⾔語データ

の占める割合が増えているのではないでしょう

か。考える道具としての新ＱＣ七つ道具も本領

発揮です。

 そこで、今シリーズは新ＱＣ七つ道具（N7）

の魅⼒を実感していただくため、各⼿法のつく

り⽅と活⽤のポイントを図解しながら解説いた

します。新QC七つ道具（N7）は、主に⾔語デ

ータを整理することによって、混沌とした問題

とか、漠然としてつかみどころのない問題を解

決していく⼿法です。

 N7の特⻑として、

 ①主として⾔語データを⽤いる⼿法�です。

 ②計画を充実する⼿法です。

 ③問題解決を組織的・体系的に進めるのに役�

����� ⽴つ⼿法です。

第1回　新ＱＣ七つ道具とは，　　
　　　概要と言語データ

恵畑�聡�著

　今回から職場にてよく使われているQC手法の中から、“新ＱＣ七つ道具”の活用ポイントについてわかりやすく解説していき
ます．新ＱＣ七つ道具は，Ｎ７（エヌナナ）と呼び，主に言語データを活用し，問題解決から課題達成など幅広く活用が期
待できる手法です．N7の魅力を基本と活用ポイントで解説していきます．。

図1.1 N7の概念図

（次ページへつづく）

�N7には、親和図法、連関図法、系統図法、マトリッ

クス図法、アローダイアグラム法、PDPC法、マトリ

ックス・データ解析法の7つの⼿法があります。

N7の概念図を図1.1に⽰します。�

 これらの⼿法を使い、複雑な事象を⾔語データで表

し、図に整理します。新QC七つ道具は、⾔語データ

を図として、⽬に⾒える形とする⼿法であるため、誰

が⾒ても簡単に理解でき、共通認識を得ることがで

き、したがって周囲の協⼒も得られやすくなる⼿法で

す。

 さらに、計画も⽴てやすく、ぬけ落ちを防ぐことも

容易です。必要に応じて、何度か書き直すことによっ

て、アイデアを出しやすくなるという利点も持ってい

ます。

２．新QC七つ道具のQC⼿法における位置づけ

�

 新QC七つ道具は、主に計画段階に活⽤する⼿法と

して図1.2の管理のサイクルの計画(Plan)の段階を3つ

に分け、図1.3のように各⼿法を割り付けています。

 新QC七つ道具の種類（7つの⼿法）とその概要を表

1.1に⽰します。



図1.2 管理のサイクルにおけるN7の活⽤

図1.3 N7のQC⼿法における位置づけ

表1.1 新QC七つ道具（N7）の概要

（次ページへつづく）



�３．新QC七つ道具と⾔語データ

3.1 ⾔語データとは

� 

 ⼀般にデータというときには、事実を数

字で表した数値データをいいます。しか

し、⾔葉で表わされる情報も広い意味でデ

ータとして取り扱うことも多くあり、これ

を⾔語データといいます。QCの基本は、事

実をデータで把握するところにあります

が、このデータは、数値データと⾔語デー

タに分けることができます。

 たとえば、ここにパソコンがあるとしま

す。このパソコンの重さ、⾼さ、幅などを

表すのは数値データです。⼀⽅、デザイ

ン、機能などは⾔葉によって表します。こ

のように、⾔葉によって表すデータを⾔語

データといいます。⾔語データは、さらに

次のように3つに分けることができます（図

1.4）。

図1.4 データの種類

�①事実データ

�  事実をありのままに表した⾔語データ

 （例）このパソコンのOSはMicrosoftのWindows10

   がインストールされている。

�②推定データ

�  現在分かっている⼀部のことから新たなアイデ

 ア･発想などが述べられている⾔語データ

 �（例）5Gの通信環境が整備されれば、もっとパソ

�   コンの使い⽅が広がるだろう。

�③意⾒データ

�  話し⼿の主張、意志、賛否などを述べている⾔語�

 データ

� （例）このパソコンはとてもデザインがよく、�気 

   に⼊っている。

� ⾔語データの種類を問題解決のプロセスで意識する

とよいことがあります。事実認識や原因の探索のプロ

セスで推奨する⾔語データは事実データです。また思

想構築や⽅策の展開のプロセスにおいて推奨する⾔語

データは推定データとなります。

3.2 ⾔語データの吟味

 ⾔語データは、そのまま⾔語データとして使えるも

のもありますが、使えない⾔語データもあり⽟⽯混交

です。そこで⾔語データとして吟味します。吟味する

ポイントは以下のとおりです。

(1)�短い⽂（センテンス）にする。

(2)�単語や○○化など、いわゆる「体⾔⽌め」にしな�

 い。

(3)�できるだけ具体的にし、抽象的な表現にしない。

(4)�1枚の「データカード」の中に、同時に2つ以上の 

 ことを述べない。

(5)�他⼈の責任（他責）の「⾔語データ」は避け、⾃

 分・⾃分達の責任（⾃責）の⾔語データ」にする。

3.3 ⾔語データの集め⽅

 ⾔語データは、⾃ら調べた・考えた・発想したデー

タから作成できます。また、会議や現地調査、ヒアリ

ングなどからも得ることができます。アンケートから

も収集できます。最近ではWebやメールなどからも幅

広く集めることができます。

�

４．新QC七つ道具の活⽤ポイント

� 新QC七つ道具（N7）の各⼿法における活⽤ポイン

トおよび活⽤テーマ例を表1.3に⽰します。

 次回以降に各⼿法について活⽤ポイントや活⽤例を

紹介いたします。ぜひ、皆さまの⾝近な問題や課題に

N7を活⽤されることを期待しています。

  

   

（次ページへつづく）
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表1.2 新QC七つ道具（N7）活⽤ポイント、活⽤テーマ例


